
1885

116.

612.015.349.035:616.61.003

臟 器 相 關 ニ 對 ス ル 實 驗 的 研 究

(第3報)

腎 臟 ト他 臟 器 ト ノ 關 係(續)

岡山醫科大學柿沼,北 山内科教室(主 任柿沼,北山兩教授)

醫學士 勝 山 榮

[昭 和13年9月27日 受 稿]

第1章 緒 言

胎生學的,組 織學的,機 能的,病 理學的及ビ血

清學的ニ相互ニ密接ナル關聯 ヲ有 スル肝臟及ビ腎

臟兩臟器ガ,正 常時,又 ハ其ノ一方或ハ双方ノ變

調時ニ示 ス相關性ニ就テハ,實 驗的又ハ臨牀的研

究ノ何タルヲ問ハズ,其 ノ業績極 メテ多ク,又 從

來 肝 臟 又ハ 腎 臟 ノ中 ノ一 方 ノ ミ ノ疾 患 ト見做 サ レ

シ者 モ,爾 者 同時 ニ障 碍 セ ラ レシ ニ ヨル モ ノ極 メ

テ多 シ.

余 亦 前 報 ニ於 テ肝臟 及 ビ腎臟 ノ相 關性 ヲ知 リタ

ル ヲ以 テ,其 ノ後 此方 面 ニ關 シ更 ニ探 索 シ
,1-2

ノ 知見 ヲ得 タ リ。 以 下報 告 セ ン トスル所 以 ナ リ.

第2章 使用材料及ビ實驗方法

1) 少 ク トモ1週 間以 上,一 定 飼 料(オ カ ラ)ヲ

以 テ一 定 條 件 ノ下 ニ飼 育 セ ル堆 性 家 兎 ヲ,腎 臟 剔

出群,輸 尿 管結 紮群 及 ビ背部 切開 手 術群(對 照)ノ

3群 ニ分 チ,之 ニ黄 燐「オ レー フ油」溶 液 ノ皮 下 注

99



1886 勝 山 榮

射 ヲナ ス.但 シ腎剔 出又 ハ 輸 尿 管 結 紮 家兎 ハ 季 節

ニ ヨ リ生 命 ニ著 シ ク長 短 ア リ.秋 冷 ヨ リ冬期 ニ カ

ケ テ剔 腎 家 兎 ノ生 命 最 モ長 ク,1週 間位 生 存 スル

ヲ以 テ,此 時 期 ニ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

2) 輸 尿 管結 紮 ハ腹 部 正 中線 ニ沿 フ切 開 ニテ,

兩 側 輸 尿 管最 上端(即 チ 腎盂 下 端)ヲ 手 早 ク二重 結

紮 ス.腎 臟 手 術 ハ前 囘 同樣 ニ ス.燐 「オ フ レ油」溶 液

ハ 右 大 腿 内面 ノ皮 下 ニ ナ ス.背 部 ニ於 テ如 何 ニ手

術 創 ヲ隔 テ テ注射 スル モ吸 收 惡 シ.燐 「オ レ フ油 」

溶 液 ハ0.5%ノ 新鮮 ナ ル モ ノナ リ.

3) 一 般 ニ同 一 量黄 燐 注 射 ニ對 シ,輸 尿 管 結 紮

家 兎 ハ 最 モ早 ク死 亡 シ,腎 剔 出家 兎 ヨ リ死 亡遙 ニ

早 シ.從 ツ テ前者 ガ頻 死 ノ時 之 ヲ撲 殺 スル ト共 ニ

剔 腎 家 兎,對 照(背 部 切 開術)家 兎 ヲ モ殺 シテ,型

ノ如 ク

a)溶 血 物 質(前 報),b)「 ホ ル マ リ ン」固

定 凍 結 切 片 ノSudanIII-Hamatoxylin染 色,

c) Paraffin切 片 ノHamatoxylin-Eosin染 色

ヲ行 フ.

4) 上 記 ノ如 ク種 々 ノ操 作 ヲ加 ヘ タル家 兎 ノ 生

活 態 度,食 慾 等 ヲ見 ル タ メ少 量 ノ「オ カ ラ」ヲ與 フ.

サ レ ド其 ノ攝 取 ト否 トニテ肝 其 ノ他 ニ大 ナル 差 異

ヲ生 ゼ シ メザ ル 程 度 ニ小 量 ニ シ テ事 實 上 絶 食 セ シ

ム ル ニ同 ジ.

第3章 實 驗 成 績

第1項 「メチ ル アル コホ ル」浸 出 性 溶血 性

物 質 ニ 關 スル成 績(使 用 犬血 ハ

B犬 ヨ リ採 取 ス)

1. 兩 側 腎 剔 出 家 兎(54.58).兩 側輸 尿 管結 紮 家

兎(49.57)及 ビ正 常 家兎(55.92)ニ 大 量 黄 燐(0.5%

「オ レー フ油」溶 血,0.8cc/kg)ヲ 皮 下 注 射 ナセ ル

場 合(中 毒 時 間 ハ20時 間 前 後 ナ リ).

肝臟: 剔 腎 家兎 ニ於 テハ 「エ キ ス」 ノ10倍 稀

釋 迄 強 溶 血 ヲ示 ス ニ比 シ テ,輸 尿 管 結 紮 家 兎 ニ テ

ハ40倍 迄 強 溶血 性 ヲ示 ス.正 常 家 兎 ハ 其 ノ中 間 即

チ20-49倍 迄 強 溶血 性 ナ リ.

腎臟: 輸尿管結紮家兎 ノ腎臟 ノ有スル溶血性

物 質 ハ 必 ズ シ モ正 常 家 兎 ノ夫 レニ比 シテ増 加 シ居

ラズ.

脾臟: 溶血性物質ヲ生ゼズ.

膽嚢: ノ成績ハ區々ニシテ判定ヲ下シ兼ヌル

モ,何 レノ場合モ大差ナキモノノ如シ.

要 スルニ肝臟ニ於ケル溶血性物質ノ量ハ腎剔出

家兎<正 常家兎<輸 尿管結紮家兎ノ順ナリ(第1

表參照).

且又上記成績ガ各家兎ノ臨牀上症状ニ全ク竝行

スルハ興味アルモノナリ.

家兎ノ症状: 腎易可出家兎,輸 尿管結紮家兎共

ニ手術 及 ビ燐 注 射後 短 時 間ハ 極 メテ元 氣 ヨシ.サ

レ ド輸 尿 管 結 紮 家兎 ハ16-17時 間後 ニ急 ニ元 氣

ヲ失 ヒ,毛 ヲ立 テテ 佇 ミ,ヤ ガ テ「ダ ラシ ナ ク」横

臥 シ,筋 緊張 モ著 シ ク減 ジ,急 ニ瀕死 状態 ニ陷 ル.

併 シ此時 ニ於 テ剔 腎 家兎 ハ 相 當 活溌 ニシ テ,勿 論

食 思 ハ ナ ク運 動 亦緩 漫 ナ レ ドモ,捕 ヘ ン トス レバ

忽 チ 活溌 ニ逃 ゲ去 ル.正 常 家 兎 燐 注射 ニ於 ケ ル ト

大同小異ナリ.

2. 兩側腎臟剔出家兎.兩 側輸尿管結紮家兎及

ビ正常家兎ニ中等量黄燐(0.5%「 オ レーフ油」溶液,

0.4cc/kg)皮 下 注射セル場合

此2mg/kg 38時 間 ノ程度デハ各家兎何 レモ割

合ヨク元氣ヲ保 ツ故,死 ヲ待ツコトナク38時 間前

後ニ撲殺 ス.サ レバ死期ノ遲速及ビ其ノ他ノ臨牀

的症候 ノ差ハ明カナラズ.

肝臟: 兩側腎剔出家兎ニ於テハ5倍(家 兎61)

乃至10倍(家 兎60)迄 完 全溶血 ヲ示シ,之 ニ比シ

テ輸尿管結紮家兎 ニテハ40倍 稀釋迄完全溶血 ヲ

示 ス(家 兎50,家 兎62)正 常家兎ハ其ノ中間(10

倍迄完全溶血)ニ 位ス(家 兎67)

腎臟: 結紮家兎ニ於テハ相當 ノ完全溶血及ビ

10倍 稀釋迄ノ強溶血ヲ見ルモ,正 常家兎腎臟ノ燐

中毒ニヨル腎臟内溶血物質ハ小量ナリ.脾 臟ニハ

溶血物質ヲ生ゼズ.膽 嚢ニ於テハ,斯 ノ如キ處置

ノ範圍ニ於テハ各家兎間ニ於テ著明ナル差ハ認 メ
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難シ(第1表 參照).

3. (對照)腎 剔出家兎及 ビ輸尿管結紮家兎ニ

「オレフ油」1cc/kg皮 下注射セル時(中 毒時間22

時間)兎 ハ極 メテ元氣ニシテ食慾亦良好ナリ.

肝臟: 腎 剔 出 家兎 中(家 兎64)ノ 如 キハ0.4迄

完 全溶 血 ヲ示 ス.コ レ異 例 ト認 ム可 キ ナ ラ ン カ.

サ レ ド剔 腎 家 兎(82)亦 強 キ 溶血 性 ヲ示 シ,輸 尿 管

結 紮家 兎(65, 83)ニ 比 較 スル ニ遙 ニ強 シ.

腎臟: 輪尿管結紮家兎ノ腎臟内ノ溶血物質含

量ハ少シ.

膽嚢内溶 血物質ハ差ヲ認 メ難ク,脾 臟内ニハ溶

血 性 物 質 ヲ認 メズ.即 チ輸 尿 管 結 紮 家 兎 ヨ リモ 腎

剔 出 家 兎 ノ方 ガ多 量 ノ溶 血 物 質 ヲ有 ス.從 ツ テ逆

ニ腎 剔 出家 兎 ノ燐 ニ ヨル 自家 融 解 ガ輸 尿 管 結 紮 家

兎 ノ夫 レニ比 シ益 々少 キ ヲ確 信 ス.

唯,此 「オ レフ油 」注 射 ニ ヨル肝 内 溶血 物 質 ノ意

義 ハ不 明 ニ シ テ腎臟 剔 出 ノ ミニ テ ハ肝 臟 ニハ溶 血

性 物 質 ノ増 生 ハ 少 シ(前 囘報 告).又 腎臟 剔 出「オ

レフ油 」注 射 家 兎 ノ肝 臟 内 ニ脂 肪 ノ増 量 ヲ認 メズ.

從 ツ テ「オ レフ油」ヲ肝 臟 内 ニ攝 取 シ タル タ メ ノ溶

血 ニ ハ非 ル可 シ.(「 オ レフ油 」ノ有 スル 強 力 ナル 溶

血 作 用 ニ 關 シ テハ ヨ ク研究 セ ラ レ タル モ ノナ リ).

第1表 兩側腎剔出家兎,兩 側輸尿管結紮家兎及 ビ正常家兎 ニ 大量(4mg/kg)

中等量(2mg/kg)黄 燐皮下注射セル時及ビ「オレフ油」1cc/kg皮 下注射

セル時 ノ各臟器内溶血物質
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4. 燐 中毒 家 兎 腎臟 ノ肝 臟 障 碍 性 物 質 ノ追 跡

前 述 及 ビ後 述 ス ル 如 ク急 性 燐 中毒 ニ 腎臟 ノ存

在 スル コ ト ガ非 常 ナ ル不 利 ヲ來 ス場 合 ア ル ヲ知

リ,更 ニ燐 中毒 時 ニ有 害 物 質 生 ジ コ ノ作 用 ニ ヨ リ

2次 的 ニ肝 ヲ障 碍 スル ニ非 ズ ヤ ト疑 ヒ,正 常 家 兎,

燐 中毒 家 兎,輪 尿 管 結 紮 燐 中毒 家 兎等 ノ腎 臟 ヨ リ

次 ノ如 クシ テ抽 出 物 ヲ作 リ,其 ノ中 ニ肝 障 碍 性 物

質 ヲ追 究 シ タ リ.即 チ上 記 ノ各 種 腎 臟 ヲ5g 60cc

「メチ ル アル コ ホル」 ニテ10時 間 タ エ ズ振 盪 シ ツ

ツ浸 出 シ,濾 過 後 速 ニ40℃ ニ テ乾 燥 シ,滅 菌 食鹽

水50ccニ トキ テ 使 用 ニ供 ス.臟 器 ヲ直 ニ生 理 的

食鹽 水 ニテ浸 出 スルハ 不 可 ナ リ.何 トナ ラバ燐 中

毒 動 物 ノ臟 器 ハ正 常 家 兎 ノ夫 レヨ リ遙 ニ速 ク 自家

融 解 ヲ起 ス(杉 生)故 ニ, ?? 0時 間浸 出 中 ニ食 鹽 水

中 ニ テ 自家 融 解 ヲ起 ス憂 ヒ極 メテ多 ク,反 之 「メチ

ル アル コホ ル 」中 ニ テハ其 ノオ ソ レ遙 ニ少 ケ レバ

ナ リ(第1報 參 照).

【成績 】 第2表 ニ於 テ ハ, ?? 頭 ノ腎剔 出家 兎 ニ

4mg/kg黄 燐 皮 下 注 射 ヲナ シ,其 ノ中家 兎63ニ

ハ 輸 尿管 結 紮 家 兎 ニ燐 注射 ヲシ タル モ ノ ノ腎臟 ノ

「エ キ ス」 ヲ
,(家 兎82)ニ ハ 正 常 家 兎 ニ燐 中毒 ヲ

起 サ シ メル者 ノ腎 「エ キ ス」 ヲ,(家 兎90),(家 兎

91)ニ ハ 正 常 家 兎 ノ腎 「エ キ ス」ヲ夫 々靜 脈 内 ニ注

射 ス.其 ノ樣 式 ハ 腎臟 剔 出 ト共 ニ黄 燐4mg/kgヲ

皮 下 注 射 シ,4時 間 後 前 記 「エキ ス」20ccヲ,又

7-8時 間 後 ニ30ccヲ 夫 々靜 脈 内 ニ入 レ タ リ.(但

シ「エ キ ス」ハ 微 細 ナルEmulsionニ シ テ栓 塞,硬

塞 ノオ ソ レナ シ).22時 間 後 ニ殺 ス.但 シ(家 兎63)

ハ20時 間,家 兎(82)ハ17時 間 ニ シテ死 ニ瀕 セル

故,早 ク撲 殺 セ リ.表 示 セル ガ如 ク輸 尿 管 結 紮 家
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兎 又 ハ 正常 家 兎 ニ燐注 射 ヲナセ ル時,其 ノ家 兎 ノ

腎臟 「メチ ル アル コホ ル エ キ ス」ノ中 ニハ 肝 障 碍 物

質 ヲ含 ミ,正 常 家 兎腎 臟 「エ キ ス」ハ 燐 中毒 ニ ヨル

自家融 解 ヲ促 進 セシ ム ル コ トナ ク,稍 々防 止 スル

傾 向 サ ヘ存 ス.家 兎(92)ハ 對照 ニシ テ,腎 剔 出家

兎 ガ唯黄 燐 溶 液皮 下注 射 ノ ミニテ オ コル トキ ノ溶

血 物 質量 ナ リ.

第3表 ニ於 テハ4頭 ノ腎剔 出家 兎(93), (94),

(95), (96)ニ 黄 燐 皮下 注 射 ヲナ シ,其 ノ後3時 間

第2表 正常家兎,燐中毒家兎,燐中毒輸尿

管結紮家兎ノ腎臟「エキス」ガ,剔

腎燐中毒家兎肝臟ニ及ボス影響

及 ビ12時 間 ニ,(家 兎93),(家 兎94)ニ ハ燐 中毒

家 兎(2mg/kg)ノ 腎臟 「エキ ス」25cc宛 ヲ2囘 ニ

分 チ テ靜脈 内 注射 シ,家 兎95,家 兎96ニ ハ 正 常 家

兎 腎 臟 「エ キ ス」ヲ同樣 ニ2囘 ニ分 チ テ靜 脈 内 注 射

シ,38時 間 後 ニ殺 ス.然 ル時 ハ(95), (96)ノ 肝 臟

内 ノ溶 血物 質 ハ(93), (94)ノ 夫 レニ比 シ テ極 メテ

小 量 ニ シテ,燐 中毒 家 兎 腎 臟 内 ニハ肝 臟 障 碍 性 物

質 ノ多 キ ヲ知 ル.又 臨 牀 症 状 ヨ リモ 燐 中毒 家 兎 腎

臟 内 ニハ有 害 物 質 ノ存 スル ヲ知 ル.

第3表 燐中毒家兎腎臟「エキス」ガ剔腎燐

中毒家兎ニ及ボス影響
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第2項 内部 臟 器(特 ニ肝 臟)ノ 肉 眼 的竝 ニ

組 織 學 的所 見

1. 兩 側 腎 剔 出 家 兎(54), (58),兩 側 輸尿 管結

紮 家 兎(49), (57)及 ビ正 常家 兎,(55), (92)ニ 大

量 黄 燐(0.5%「 オ レー フ油 」溶 液0.8cc/kg)ヲ 皮

下 注 射 セル場 合(中 毒 時 間 ハ20時 間 前 後 ナ リ).

家 兎Nr. 54.肝 臟 肉 眼 的所 見:脂 肪化 甚 シ ク

其 ノ容 積 ヲ増 加 シ脆 シ.稍 々強 壓 ヲ加 フ レバ忽 チ

崩壞 ス.膽 嚢 亦 大 ナル モ,緊 張 甚 シ カ ラズ.

〔H.E,染 色 〕 各 小 葉 ノ中心 靜 脈 ヲ取 圍 ム一 層 ノ

細 胞 及 ビ其 ノ他 極 メテ 少 數 細胞 ニ原 形 質 殘存 スル

モ ノア レ ドモ,殆 ド全部 ノ細胞 ハ極 メテ大 ナ ル空

胞 ニテ充 滿 セ ラ レ,核 ハ大 部 分 ハ 細 胞 ノ1側 ニ偏

在 ス.細 胞 中心 ニ核 ノ存 スル時 ハ,之 ト細 胞 膜 ト

ノ間 ニ極 メテ少 數 ノ絲状 ノ原 形 質 ガ放 射 状 ニ存 在

ス.又 核 ノ周 圍 ニ微 細 顆 粒 状 ノ僅 カ ノ原 形 質 ノ存

スル コ トモ ア リ.核 ノ染 色 ハ極 メテ惡 ク,核 膜 及

ビ核 小 體 ノ ミ淡 染 スル ニ スギザ ル モ ノ多 ク,消 失

セ ル モ ノ亦 多 シ.一 細 胞 内 ニ2核,3核 ヲ有 スル

如 ク見 ユ ル細 胞 亦 少 カ ラズ,間 質 ニハ 圓 形 細 胞 浸

潤 ア リ,肝 内膽 管 上 皮 ニモ 處 々空 胞 ア リ.

〔H.S. III染 色 〕 脂 肪 顆 粒 ハ 小 葉 内 ニ平等 ニ,

稍 々稀 薄 ニ分 布 シ,各 細 胞 ニ就 テ言 ヘバ,細 胞 邊

縁 部(Marginalteil)即 チ 小葉 内毛 細 血 管 ニ面 ス

ル 處 ニ多 ク存 在 シ,顆 粒 ノ大 サハ 微 細 ナル モ ノモ

ア レ ドモ,大 體 核 ノ1/3前 後 ノ大 サ ノ美 球 形 ノモ ノ

ナ リ.其 ノ他 小 葉 周邊 部 ニ ハ微 細 顆粒 ニ充 チ タル

肝 細 胞 ア リ,細 胞 内 空 胞 ハ殆 ド認 メズ.間 質結 締 組

織 及 ビ膽 管 ニハ脂 肪殆 ドナ ク,ゲ リ ツ ソン氏 鞘 内

ニ ア ル紡 錘 形 細 胞(Pfortaderendthel?, Adven-

titiazellen?)ニ 輕 キ脂 肪 貪 喰 及 ビ星 芒 細 胞 ニ輕

度 ノ脂 肪 貪 喰 ヲ見 ル.

〔家 兎Nr. 58〕 肉 限 的 ニ極 度 ニ脂 肪 化 セル 肥 厚

肝臟 ヲ見 ル.脆 弱 ニ シテ 崩壞 シ易 シ.

〔H.E.染 色 〕 小 葉 中 心部 ハ 細 胞 膜 ノ ミヨ リ成

リ殆 ド原 形 質 ナ ク,細 胞 核ハ 細 胞 ノ1側 ニ僅 ニ残

レル 顆 粒 状 原 形 質 中 ニア ル カ,又 ハ細 胞 中央 ニア

リテ,之 ト細 胞 膜 ノ間 ニハ絲 状 ノ原 形 質 ヲ見 ル,

核 ノ消 失 亦極 メテ多 シ.

小 葉 周 邊1/2ノ 地 帶 ハ 細胞 ハ 稍 々原 形 質 ヲ有 ス.

特 ニ グ リツ ソ ン氏 鞘 近 ク ノ細 胞 ハ原 形 質 ニ富 ム.

サ レ ド「エ オ ジ ン」染 色 ワル ク,原 形 質 ハ 小網 目樣

構 造 ヲ示 シ,又 小 空胞 ヲ有 ス核 ノ染 色極 メテ惡 シ

間 質膽 管 所 見 ハ(家 兎54)ニ 同 ジ.

(家 兎54),(家 兎58)共 細 胞 ハ 甚 シ キ膨 大 ヲ示

シ正常 肝 細 胞 ノ2-3倍 位 ナ リ.

〔H.S. III染 色〕 大體(54)ニ 同ジ キ モ脂 肪 量

遙 ニ多 ク,核 ノ1/2大 ノ粗 大 ナ ル脂 肪 顆粒 ガ小 葉 全

體 ニ密 ニ分布 セ ル他,小 葉 中心 部 及 ビ周 邉部 ニハ

細 カ キ脂 肪粒 密 集 セル 脂肪 化 細 胞 ガ集 マ リ,從 ツ

テ中 間 層 ハ相 當 脂 肪 ヲ有 スル ニ拘 ハ ラズ,脂 肪少

ク見 ユ.間 質 ノ状 態 ハ(家 兎54)ニ 略 ボ 同 ジ.星 芒

細 胞 及 ビ グ リ ツ ソ ン氏 鞘 内 紡錘 形 細 胞 ノ脂 肪 ノ量

ハ 少 シ.

(家 兎Nr. 49): 肝 臟 ハ 容 積稍 々増 加 シ多 少黄

色味 ヲ帶 ブ感 ア ル モ,甚 シ カ ラズ.膽 嚢 亦 緊 張擴

大 ス.

〔H.E.染 色 〕 全 體 貧 血 シ小葉 内毛 細 血 管 ハ肝

上 皮 細 胞 ニ テ壓 閉 セ ラル.サ レ ドグ リツ ソ ン氏 鞘

内 ノ 血管 及 ビ中 心靜 脈 ハ 充 血 ス.小 葉 ノ外 方 帶 ハ

透 明 ノ感 ア リ,顆 粒 樣 原 形 質 ヲ極 メテ小 量 ニ有 シ,

旦 又大 小 樣 々 ノ空胞 ヲ有 スル ニ ヨ リ,淡 染 スル モ

ノナ リ.核 ハ 核 膜 及 ビ核 小 體 ノ ミヲ淡染 スル ニ ス

ギ ズ,消 失 セル モ ノモ亦 少 カ ラ ズ.此 透 明,膨 大

セ ル細 胞 ヨリ ナル外 層 ニ對 シ,中 心 部 ハ(之 亦 顆

粒 性 原 形 質 ナ ガ ラ)原 形 質遙 ニ多 量 ニ シテ,「 エ オ

ジ ン」ニ稍 々良 染 シ,核 亦 稍 々濃 ク染 ル.細 胞 ハ 幾

分 細 長 ニ シ テ,左 程膨 大 セ ズ.間 質 ニハ 圓 形 細胞

浸 潤 ア リ.膽 管 上皮 ニ多 少空 胞 ヲ有 ス.

〔H.S. III染 色 〕 (54), (58)ニ 比 シ テ 明瞭 ナル

差ハ 脂 肪 顆 粒 ノ極 メテ小 ナ ル コ ト及 ビ其 ノ量 ノ極

メテ小 量 ナ ル コ トナ リ.中 心部 ニ ア ル細 長 キ,溷

濁 セ ル細 胞 ハ 膨 脹,透 明 化 シ,空 胞 ヲ有 スル外 層

ノ細 胞 ト區 別 セ ラル.脂 肪 顆粒 ハ 極 メテ微 細 ニ シ
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テ全 小葉 内ニ ア レ ドモ,幾 分 中心 部ニ 多 キ觀 ア リ.

之 等 脂 肪顆 粒 ハ 細 胞ニ對 シテハ 特 定 ノ位置 ヲ取 ラ

ズ.星 芒 細 胞 モ脂 肪 ヲ有 スレ ドモ量 少 ク,グ リツ

ソン氏 鞘 内 紡錘 形細 胞 ノ脂 肪亦 少 シ.間 質,膽管

ニ脂 肪 ナ シ.

家 兎Nr.57:肉 眼 的ニ ハ 肝ハ 多 少Cyanotisch

ニシテ其 ノ大 サ 正 常,脂 肪 ノ色調 ヲ帶ビ ズ.

〔H.E.染 色 〕 一般ニ稍 々充 血 ヲ認 メ,小 葉 内

及 ビ小 葉 間 ノ各 血 管ニ ハ 充 血 ヲ見 ル.肝 細胞 ハ小

葉中 心 部ニ 於 テハ 細 長,細 カ キ網 目樣 構 造 ノ原 形

質ニ 富 ミ,周 邊 部ハ 膨 大 セ ル肝 細 胞ニ顆 粒状 原 形

質 ヲ稀 薄ニ 有 シ,且 空胞 モ中心 部 ノ小 ナ ルニ 比 シ

周 邊 部ニ 於 テハ大 ナル タ メ,周 邊 部 ハ 透 明ニ シ テ

淡 ク見エ,中 心 部 ハ溷 濁 セ ル細 胞 ノ集 合 ヲ見 ル.

核 亦 周 邊 部ニ 於 テハ 膨 大 シ 淡染 乃 至消 失 シ,中 心

部ニ テハ濃 染 ス.膽 管 上皮ニ モ空 胞 ア リ.間 質ハ

稍々鬆 疎 ニ シテ圓 形 細 胞 ノ游 出 ヲ見 ル.

〔H.S.III染 色〕 星 芒 細 胞ニ 多 少 ノ脂 肪攝 取 セ

ラル ル ノ ミニ シテ,肝 上皮 細 胞 ニ ハ殆 ド脂 肪顆 粒

ヲ見 ズ.

家 兎Nr.92;肝臟 ハ脂 肪變 性 ノ タ メ黄 色 ヲ呈

スル モ 容積増 大 セ ズ.

〔H.E.染 色 〕 一 般ニ稍 々貧血 ス.中 心 部 ノ稍

稍細 長ニ シ テ原 形質 幾 分 多 キ所 以 外,肝 細 胞 ハ 極

度 ノ膨 大(正 常 時 ノ2-3倍)及 ビ巨 大 ナル 空 胞 化

ノ タ メ,全體 トシ テ網 ヲ見 ル ノ觀 ア リ.末 梢 部ニ

於 テハ 核 ノ染 色 亦 極 メテ惡 ク.核 膜 ノ ミ着 染 スル

カ又 ハ 消失 ス.此 核 ハ 細胞 ノ1側ニ 偏 在 スル カ又

ハ 中 央 ニア リテ,細絲状ニ殘 レル 原 形 質ト 連 ル.

小 葉 中央 部 ノ細 胞 ハ 幾 分原 形 質ニ 富 ム ト雖 モ,「エ

オ ジ ン」ニ 染リ 難 ク,且 核 大 又ハ 夫 レ以 下 ノ空 胞

ヲ多數 有 ス.膽 管 上 皮 モ其 ノ細胞 底ニ 於 テ空胞 形

成 ヲ見 ル モ ノ ア リ,其處ニ 白血 球 ガ浸 入 シ居 レ リ.

間 質 モ一 般ニ鬆 疎ニ シ テ 白血 球 浸 潤 セ リ.

第1圖

黄 燐「オレ フ油 」溶 液(0.5%)0.4cc/kg注 射 家 兎 ノ肝臟(中 毒 時間38時 間)

〔H.S.III染 色〕 中心ノ脂肪稠密ニ集積スル部

分 ト小葉周邊部ノ幾分脂肪少キ膨大セル部分 トヲ

區別シ得ルモ,何 レモ相當多量ノ脂肪 ヲ有 ス.中

心部 ノ肝細胞ハ大小種々ノ脂肪顆粒ヲ細胞一杯ニ

充滿 セルモ,周 邊部ノ細胞ハ大型ノ脂肪顆粒ヲ主

トシ,細 胞内ニ散在シ,脂 肪顆粒ハ細胞ニ對 シ特
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定 ノ配 列ヲ トラズ.且 脂 肪 ノ他ニ 空胞 ヲ多 ク藏 ス.

星 芒 細 胞 ニモ 少量 ノ脂 肪 ヲ有 ス.間 質 ノ脂 肪 細 胞

ハ 極 メテ少 ク,膽 管 上皮 ニハ 脂 肪 ナ シ.

2.兩 側腎臟剔 出 家兎,兩 側輸 尿管 結 紮 家 兎 及

ビ正常 家 兎ニ 中等 量 黄 燐(0.5%「 オ レフ油」 溶 液

0.4cc/kg)皮 下 注 射 セ ル場 合

家 兎Nr.60,Nr.61,共ニ 肉 眼的ニ 強 度 ノ脂肪

變性 容積増 加 ヲ認 メ貧 血 ヲ呈 ス,Nr.60ニ 於 テハ

膽嚢 極 メテ擴 張 シ,緊 張 シ タル モ,Nr.61ニ 於 テ

ハ大體 正 常大 ナ リ.

家 兎Nr.60:〔H.E.染 色 〕 小葉 中心 部 ヨ リ

周 邊部ニ 至 ル 迄 同樣ニ 極 メテ大 ナル空 胞 ヲ有 シ,

殆 ド原 形 質 ナ キ細 胞 ヨ リ成 ル故,全體 トシ テ1ツ

ノ網 目 ヲ見 ル如 シ.個 々 ノ細 胞 ヲ見 ルニ,比 較 的

原 形 質ニ 富 ムモ ノモ 核 ノ大 サ又 ハ ソ レ以 上 ノ多 ク

ノ空 胞 ヲ有 ス.サ レ ド殆 ド悉 ク ノ細胞 ハ 細胞 及ビ

核 ノ ミヨ リ成 ル ノ觀 ア リテ,核ハ 細 胞 ノ1側ニ 偏

在 スル カ又 ハ細 胞 中心 ニア リ.僅ニ絲 状 ノ原 形 質

ガ細 胞 及 ビ核 ノ間 ヲ連 結 スルニ 過 ギズ.核 染 色 ワ

ル ク,核 膜 ノ ミ染 ル モ ノ ヨリ消 失ニ 至 ル 迄,各 種

階 梯 ヲ示 ス.間 質ニハ 白血 球 浸 潤 多 シ.

第2圖

黄 燐「オレ フ油」溶 液(0.5%)0.4cc/kg注 射 家 兎 ノ肝臟(中 毒 時 間38時 間)

〔H.S.III染 色〕 脂 肪顆 粒 ハ 大 小種 々ナ ル モ割

合 大 ナ ル 粒子,即 チ1/3核 大 ノモ ノ全 小 葉ニ 存 在 シ

特ニ 小 葉 周邊 部ニ 多 シ.其 ノ顆 粒 ハ 細 胞 邊 縁 部ニ

主 トシテ 占 位 ス.間 質 結 締 織 及 ビ膽 管 上 皮ニ ハ 脂

肪 ナ シ.

家 兎Nr.61:〔H.E.染 色 〕 大 ナル空 胞 ヲ有

スル細 胞 ハ 前 者 程 多 カ ラズ.細 胞 ハNr.60ヨ リ

原 形 質ニ 富 ムモ,核 ト同 大 又ハ 之 ヨ リ稍 々 大 ナル

空 胞 ヲ有 ス.サ レ ド小 葉 ノ中 間帶(Mittlere Zone)

ニハ巨 大 ナ ル空 胞 ア リ.其 ノ他 ノ所 見 ハNr.60ニ

略ボ 似 タ リ.

〔H.S.III染 色〕Nr.60ニ 略 ボ同 ジキ モ,其 ノ

脂 肪量 ハ稍 々多 ク.且 中 間帶 ヨ リ中心 部ニ カ ケ テ

空 胞 含 有 ノ細 胞 多 シ.グ リツ ソン氏 鞘 内 ノ紡 錘 形

細 胞 内ニ 脂 肪可 成 多 ク攝 取 セ ラル.間 質結 締 織 及

ビ膽 管ニハ 脂 肪 ナ シ.

家 兎Nr.62:肝 ハ 容積 正常,表 面 滑 澤ニ シ テ,

其 ノ下面ニ 薄 白 キ斑 紋樣 ノ相 當 廣 キ變 色部 ア リ,
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サ レ ドモ癒 着 等 ノ炎症 所見 ナ シ.

〔H.E.染 色 〕 一 般ニ 貧 血 ス.小 葉 周邊 部 ノ細

胞 ハ稍 々膨 大 シ,中 心 部 ノ細 胞 ハ 細 長 ク,何 レモ

原形 質 ハ「エ オ ジ ン」ニ染 リ難ク,稍 々溷 濁 ス.各

細 胞 ハ小 空 胞 ヲ有 シ,原 形 質 ハ細 網 目状,又ハ 微

細顆 粒樣 ヲ呈 ス.周 邊 部 細 胞 ハ 核 染 色惡 キ モ,中

心 部ハ稍 々良 ク染 ル.消 失 等 ナ シ處 々「ピ ク ノー

ゼ」 又ハ 崩壞 等 ヲ見 ル.小 葉 内毛 細 血 管 ヨ リ肝 細

胞 内ニ 游 出 セ ル 白血球 モ多 シ.間 質ニ 於 ケ ル 白血

球 浸 潤 亦多 シ.

第3圖

黄 燐「オレ フ油 」溶 液0.5%0.4cc/kg注 射 家 兎 ノ肝臟(中 毒 時 間38時 間)

〔H.S.III染 色〕小 葉 内實 質 ハ矢 張 リ2大 別 シ

得.細 長 キ肝 細胞 ヨ リ成 ル 中心 部 ト,膨 大 シ原 形

質 少 キ透 明 ナル 細胞 ヨ リ成 ル末 梢部 ナ リ.其 ノ何

レ タル ヲ問 ハズ,極 メテ微 細 ナ ル,殆 ド顆 粒 トシ

テ認 メ ラ レザ ル微 細脂 肪 粒 子 ヲ有 シ,之 ハ 時ニ 周

邊 部ニ稍 々多 シ(挿圖參 照).其 ノ脂 肪顆 粒 ハ剔 腎

例 ト異 リ極 メテ微 細ニ シ テ,細 胞 内ニ平 等ニ 存 シ,

前 者 ガ顆 粒 大ニ シ テ細 胞 ノMarginalteilニ出 現

スル 傾 ア ルニ 比 シ テ特 有 ナ リ.其 ノ他 間 質結 締 織

及 ビ血管ニ沿 フ紡 錘 形 細胞ニ 脂 肪 少 カ ラズ.

家 兎Nr.50:Nr.62ト 大 同小 異ニ ツ キ略 ス.

家 兎Nr.67:〔H.E.染 色〕 小 葉 中心 部 ノ細

胞ハ狹 長ニ シテ毛 細 血 管 ハ 廣濶 ナ リ.小 葉 周 邊 部

ニ存 スル膨 脹 セ ル 細 胞 ハ 中ニ 疎 ナ ル 原 形 質 ヲ有

ス.何 レノ部 分ニ 於 テ モ,原 形 質 ノ量ハ 前2者,

Nr.60,Nr.61ヨ リモ 多 キ モ,種 々 ノ大サ ノ空 胞

多數 ニア リ.細 胞 ハ 爲ニ 蜂 巣状 乃 至 網 目状 ノ構 造

ヲ呈 ス.核 モ 中心 部ハ稍 々良 ク染 レ ドモ,周 邊部

ニ於 テハ 淡 染 シ,消 失 セ ル モ ノ亦 多 シ.又 到 ル處

多數 ノ核 崩壞,濃 縮 等 ヲ認 ム.小 葉 内ニ 游 出 セ ル

白血 球 多 シ.間 質 内ニ 白血 球 浸 潤 高度 ナ リ.

〔H.S.III染 色 〕 細 カキ脂 肪 粒 子ハ 幾 分 末 梢 部

ニ多 キ傾 ア レ ドモ,大體 小 葉ニ平 等ニ 染 着 ス.サ

レ ド其 ノ量 少 ク,顆 粒 ノ大 サ甚 ダ微 細 ナ リ.間 質

及ビ膽 管ニ 脂 肪 ナ シ.

3.(對 照)腎臟剔出 家 兎 及ビ輸 尿 管結 紮 家 兎

ニ「オ レ フ油 」1cc/kg皮 下 注射 セ ル場 合(22時 間)

家兎Nr.64及ビNr.82:〔H.S.III染 色 〕

星 芒 細 胞 ノ中小 葉 周邊 部 ニア ル モ ノハ 脂 肪顆 粒 ヲ

攝取 スルモ ノア レ ドモ,其 ノ他 肝 上皮 細 胞 及 ビ間

107



1894 勝 山 榮

質 ニ脂 肪 顆粒 ナ シ.

家 兎Nr. 65: 〔H.S. III染 色 〕 中 心部 細 胞 ハ

充血 ノ タ メ細長 トナ リ,周 邊 部 ノ夫 レハ膨 脹 ス.

共 ニ脂 肪 ノ極 メテ微 細 ナ ル顆 粒 ヲ極 少量 含 有 シ,

星 芒 細胞 ノ脂 肪 亦 少 シ.

家 兎Nr. 83: 〔H.S. III染 色 〕Nr. 65同 樣 ニ

微 細 脂 肪 顆 粒 ヲ極 少量 有 ス ル モ 其 ノ量 ハNr. 65

ニ比 ス レバ 多 シ.間 質 ニハ 脂 肪 ナ シ.

第3項 兩 側 腎臟 剔 出家 兎 肝臟 ノ死後 自家

融 解(溶 血 反 應)

上 述 ノ如 ク 腎剔 出家 兎 ノ肝 臟 ハ 生體 内 唐家 融 解

ヲ起 スコ ト少 シ.Haurowitz u. Nonnenbruch1)

ハ 饑 餓 海 〓 又 ハ 腎剔 出海 〓 ノ 肝臟 内 ノ 諸 酵 素

(Peroxydase, Butyrase, Amylase, Kathepsin)

ハ 著 變 ナ ケ レ ドモ,其 ノ死 後 自家融 解 ハ正 常 海 〓

肝 臟 ノ 自家 融解 ニ比 シ テ少 キ ヲ證 明 セ リ.

Klein u. Nonnenbruch2)ハ,尿 毒 症 患者 血 液 中

ニハlipolytische, Glykolytische u . diastatische

Fermenteニ 對 スル 抑 制 ヲ見 ル ト言 ヒ,又Fedeli3)

ハ 尿 毒症 動 物 ノ臟 器 ニ尿 毒 症 血 清 ヲ加 フル時 ハ 其

ノ自家融 解 亢 進 ス トイ フ.Waldschmidt-Leitz4)

モ 自家 融 解 酵 素 ガ 「グ ル タ チ オ ン」 ニ ヨ リAkti-

vierenサ ル ト唱 フ.

此 處 ニ於 テ余 ハ果 シ テHaurowitzノ 云 フ如 ク

家兎ニ於テモ腎剔出家兎ノ肝臟ガ死後自家融解 ニ

對シテ抵抗大ナリヤヲ檢 シ,腎 剔出家兎ガ燐中毒

ニ當 リ,肝 臟内自家融解少キ事實ニ對スル考按 ニ

資セントス.

實驗方法: 第4表 ニ見ル如ク8頭 ノ家兎ヲ用

ヒ

第1組

5日 絶食シ,絶 食4日 ニシテ腎剔出ヲ
ナセル家兎(1號)

5日 間絶食セル有腎家兎(2號)

第2組

腎剔出 ト同時ニ3日 間絶食セル剔腎家
兎(3號)

3日 間絶食セル有腎家兎(4號)

第3組
腎 剔 出 後1日 絶 食 セ ル 家 兎(7號,8號)

1日 絶 食 セ ル有 腎 家 兎(5號,6號)

ノ3組 トナ ス.之 等 各家 兎 ニ就 テ ドノ實 驗 ヲナ ス

即 チ頸 靜 脈 ヨ リ充 分失 血 セ シ メ,無 菌 的 ニ肝臟

ヲ取 出 シ,之 ヲ6分 シ第4表 ニ示 ス如 ク1),摘 出

直 後(A.B.)2)摘 出 後2時 間 自家 融 解 後(A.B.)同

4時 間 自家 融 解 後(A.B.)各 部 分 ヲ「メチ ル アル コ

ホ ル」 ニテ抽 出 シ,其 ノ「エ キ ス」ニ就 テ型 ノ如 ク

溶血 反應 ヲ檢 セ リ.

第4表 各種家兎肝臟 ノ死後自家融解(短 時間)
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即 チ第4表 ニ示 サ ルル 如 ク,同 一 日數 間絶 食 セ

シ メタル 各組 家 兎(Nr. 1トNr. 2, Nr. 3トNr. 4,

Nr. 5, Nr. 6トNr. 7, Nr. 8)ノ 肝 臟 内溶 血 性

物 質 ハ,各 種 條 件(撲 殺 直 後,2時 間 自家融 解 後,

4時 間 自家 融 解 後)ニ 於 テ,夫 々同 一程 度 量 ナ リ.

即 チ例 ヘ バ,同 ジ ク3日 間絶 食 セ シ メ タル家 兎 ニ

ア リテハ,其 ノ腎臟 剔 出 セ ル(Nr. 3)ト 否(Nr. 4)

トヲ間ハ ズ,撲 殺 直後2時 間 自家 融解 後,4時 間

自家 融 解 後 ニ生 ズ ベ キ肝 臟 内溶血 物 質 ガ互 ニ相 等

シ キ如 シ.

反 之,腎 臟 剔 出後1日 ノ家 兎 ニ於 テ モ,5日 間

絶 食 セ シ メ タル者(Nr. 1)ト,1日 間 絶 食 セ シ メ

タル者(Nr. 7, Nr. 8)ト ニ於 テハ 撲 殺 直 後,2時

間自家融解後,4時 間自家融解後等ニ於テ,其 ノ

各 々(Nr. 1, Nr. 7, Nr. 8)ノ 肝 臟 内溶 血 物 質 ノ

量 ハ,絶 食期 間 最 モ 長 キNr. 1ニ 於 テ最 モ 少 シ.

同樣 ニ腎剔 出 ヲナ サザ ル 家 兎 ニ於 テ モ,絶 食5

日(Nr. 2)ノ 方 ガ,絶 食1日(Nr. 5, Nr. 6)ノ

者 ヨ リ遙 ニ溶 血 性 物 物 ノ生成 少 シ.即 チ 同 一條 件

ニ於 テ ハ,絶 食 日數 ノ長 キモ ノ(一 定範 圍 内 ニ於

テ)程 自家 融 解 ニ テ生 ズル 溶 血 物 質 少 クNonnen-

bruchノ 説 ハ 此點 ニ於 テハ 一 致 ス.サ レ ド死 後 自

家融 解 ノ時 間 ガ2-4時 間 ノ時 ニ見 ラル ル ノ ミ ニ

シテ,若 シ第5表 ニ於 ケル 如 ク6-12時 間 ノ死 後

自家融 解 ヲ起 サ シ ム ル時 ハ,手 術 後 日數,饑 餓 日

數 ノ如 阿 ニ ヨ ラズ,其 ノ溶 血 物 質 ノ量 ハ 大 體 ニ於

テ同 樣 ナ リ.
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第5表

各種肝臟ノ死後自家融解(長 時間)

第4章總 括及ビ考 按

先ヅ腎臟,肝臟 ノ相關性ニ關 スル文獻 ヲ囘顧ス

ルニ,其 ノ數極 メテ多ク枚擧ニ邊 ナク,血 清學的

方面ニ於ケル近親説ニ關スル文獻モ亦無數ナ リ.

既ニ早 クヨリAlbarran et Bernard5), Pearce6)

等ハ腎及ビ肝臟毒 ノ非特異症ヲ説キ,三 和7)氏 ハ

補體 結合ニヨ ル肝腎近親性 ヲ唱ヘ,山 内8)氏 ハ家

兎臟器ニ テ免疫セル海〓 ノ抗血清ニ就テ補體結合

ヲ檢シ,各臟 器間ノ相關性ヲ見,特ニ 腎,肺,肝

ノ近親性ヲ強調シ タリ.Fleischner, Hall u.

Arnstein9)ハ海〓肝臟及ビ腎臟 ヲ注射シテ得タル

免疫血清ノ補體結合及 ビ吸收試驗 ヲナシテ,肝 腎

近親性 ヲ認 メ,木 村10)氏ハ腎乳劑 ヲ直接,又ハ 間

接ニ免疫血清 ヲ注射シテ起 レル解剖的變化ハ腎ニ

最 モ甚 シ ク,次 デ肝 ノ變 化強 シ ト言フ.Ludecke,

Heermann, Schuller u. Leonard11)ハ 腎乳劑 注

射ニ ヨ リテ,異 種,同 種 及ビ 自家 細胞 毒 ノ生 成 ヲ

認 メ,確實 ナル特 異 性 ナ シ ト言 フ.

Sata12)ハ 腎細 胞 毒,肝 細 胞 毒 ハ 何 レモ 同種 及ビ

異種 動 物ニ 作 用 シ,同 種 動 物 及ビ 同種臟 器ニ 先ヅ

作 用 ス.即 チ肝細 胞 毒 素 ヲ注 射 ス レバ 先 ヅ肝 細 胞

ヲオ カ シ,次 デ腎細 胞ニ 作 用 ス.又 吸收 試驗ニ 依

リテ各 抗 血 清 ノ特 異 性 ヲ研究 シ,性 質上 ハ 特 異 性

ナ キ モ量 的ニ 特 異性ア リ ト主 張 ス.

之ニ 反 シ テ 肝 及ビ 腎臟 ノ絶對 的臟 器 特 異 性 ヲ

説 クモノアリ(Forssner13), Bierry, Pettit u.

Schaeffer14), Halpern15), Salus16), Georg a.

Wilson17), Wolff18))

三 田教 授19)ハ 「肝,腎 相 似性」 ヲ説 カル ルニ ア

タリ,肝,腎兩 細 胞 ハ夫々 特 異 抗 原 性 ノ部 分ト,

共通抗原性 ノ部ニ ヨリ成ル トナシ,諸 種交感性疾

患ノ成 立機轉ニ論及 セラル.同門 下林20)氏 肝腎相

似性ヲ證明スルヤ詳細ナリ.

熊谷教授 ノ寒冷絮樣 反應21)及ビ其ノ流 レヲ繼承

セラ ルルKubo, Takao, Machita and Mitsui22),

Schilling23),久 保24)其 ノ他 多數 氏,松 尾25),水田26)

一派ノHepatorenale Erkrankungen
,宮川教

授27)ノ「 ア ウ トホ ル モ ン説」ヨ リ ノ腎臟,肝臟 近 親

説(草 野28),木 村29)).組 織 培 養 ヨ リ見 タル腎 肝 相

關等 陸續 トシテ 業 績 現 ハ ル(小 西30)).

馬 杉 氏45)氏ニ ヨ リテ初 メテ證 明 セ ラ レ タル,有

名 ナルNephrotoxinニ 依 ル汎發 性絲 毬 腎 炎ニ 就

テ モ,肝 細 胞 ノ組織 的變 化 ヲ證 明 セ ラル(柏 原31)).

臨牀 上病 理 臨剖 上ニ 見 タル 多數 ノ肝 腎 相關ノ 現

象 亦 宜 ナル カ ナ.
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實驗 成績 ヲ總 括 セ ン ニ:

注 射 セ ル黄 燐 ノ量 ハ何 レモ皆 古 典的 肝 臟 毒(主

トシテ肝 臟 ニ ノ ミ障 碍 ヲ及 ボ シ他臟 器 ノ障 碍 少 キ

量)ト シテ小 量 ニ非 ズ シテ,例 ヘ ベ肝 腎 共1次 的

ニ障 碍 セ ラル ル ニ見 ル量 ナ リ(小 西30)).カ カル量

ノ注 射 ヲナ ス時,兩 側輸 尿 管 結 紮 家兎 ハ 早 朝 ニ瀕

死 ニ陷 ル カ,又 ハ 其 ノ活 力衰 ヘ,肝 臟 ニ於 ケル溶

血 物 質 ノ生 成多 量 ナ リ.此 溶 血 物 質 ノ生成 ハ 即 チ

生體 内 自家 融解 ト見 得.何 トナ レバ對 照 「オ レフ

油」 注 射 家 兎 ニハ溶 血 性物 質 ヲ見 得 ザ レバ ナ リ.

此 溶 血 性 物 質 ノ量 ハ,タ エ ズ家 兎 ノ生活 力 ノ消

長 ト竝 行 シ,且 肝 臟 内 ニ於 ケル 脂 肪集 積 量 ト反 比

例 ス.膽 嚢 内溶 血 物 質 ハ輸 尿 管 結 紮 ト腎剔 出 トヲ

問 ハ ズ同 樣 ノ強 度 ニシ テ,脾 臟 内 ニ ハ溶 血 物 質 ヲ

生 ゼ ズ.

次 ニ燐 中毒 家 兎 ノ腎臟 等 ヨ リ,「メチ ル アル コホ

ル 」 浸 出 肝細 胞 障 碍 物 質 ヲ證 明 シ得,正 常 家 兎 ニ

於 ケル 腎臟 ノ「メチ ル アル コホル」浸 出物 ニハ 肝障

碍 物 質 ナキ ヲ知 ル.

更 ニ腎臟 全剔 出 家兎 肝 臟 ハ 死 後 自家 融 解 ノ程 度

ハ 正 常家 兎 肝 臟 ノ夫 レニ 同 ジ ク,絶 食 家 兎 ノ肝 臟

ハ攝食家兎肝臟 ヨリ死後自家融解 ノ程度弱キヲ證

明 シ タ リ.

腎臟 障碍 時 ノ肝臟 ノ一 時 的 機能 亢進 ハ,井 上32),

水 田33)其 ノ他 松 尾 内科 ノ成 績 ノ示 ス如 ク ナ レ ド

モ,其 ノ中,大 石33),石 田34),坂 井35),松 田36),柏

村37),佐 々木38)等 ノ成 績 ニテ モ判 明 スル如 ク,輸

尿 管結 紮 時 ノ肝機 能 亢 進 ハ 腎臟 全剔 出 時 ノ夫 レ ニ

比 シ弱 ク且 持 續短 シ.稻 田 教授39),三 河40),余 等

腎 剔 出(又 ハ 腎障 碍 時)ニ 肝臟 自家 融 解 ヲ證 明 シ,

Becker41)ハ 犬 ニ於 テ 腎全 剔 出 ス ル 時 血 中 及 ビ組

織 内 ニ蓄 積 スル殘 餘 窒 素 量 ガ 同時 間内 ニ健康 犬 ノ

排 出 スル 窒 素 量 ヨ リ多 キ ヲ認 メ,腎 剔 出 時 ニ體 蛋

白分 解 ヲ來 セ ル ナ リ ト主 張 ス.兩 輸 尿 管結 紮 時

血 液 内殘 餘 窒 素 ノ著 明 ナ ル 増 量 ハ稻 田,Oppler,

Nash and Benedict,岡 田 及 ビ 林,今 西,渡 邊 等

ニ ヨ リ報 告 セ ラル ル モ,輸 尿管 結 紮時 ハ 腎 剔 出時

ヨ リ更 ニ多量 ノ殘 餘 窒 素 ヲ血 中 ニ證 明 シ得 ル ガ故

ニ(渡 邊42)),輸 尿 管 結 紮 ハ 生 體 ニ取 リ テ極 メテ不

利 ニ シテ 自家 融 解 ヲ亢 進 セ シ ムル モ ノ ナル コ ト ヲ

知 ル.又 渡 邊 氏 ニ依 レバ,1側 腎 剔 出 時 ニハ血 液

殘餘 窒 素 及 ビAmmon-Nハ 一 時 増 量 スル モ2-3

日後 ニハ 舊 ニ歸 ル ニ對 シ,1側 輸 尿 管結 紮 時 ニハ

數10日 ニ亙 リテ,或 程 度 ノ増 加 ヲ保 持 ス ト言 フ.

木村43氏 ハ1側 輸 尿 管結 紮 ハ 該 腎 ノ變 性 壞 死 ヲ來

シ,コ ノ一部 ハ 吸 收 セ ラ レテ血 中 ニ入 リ,其 ノ直

接 作 用 トシ テ他 側 腎 臟 ヲモ變 性 セ シ メ甚 シキ時 ハ

壞 死 ニ陷 ラシ ム ト言 フ.

同樣 ノ コ トハ 肝 臟 腎臟 ニモ 云爲 シ得 可 ク,輸 尿

管結 紮 ニ ヨ リ,一 見 シテ 直 ニ判 明 スル 高度 ノ變 性

ヲ來 セ ル 頽廢 セル 腎臟 ガ,其 ノ分 解 物 質 ヲ血 行 ニ

送 リ,近 親 性 ア ル肝 臟(特 ニ本 實 驗 ニ於 テ ハ燐 ニ

ヨ リ防 禦 力失 墜 セル 肝)ニ 破 壞 作 用 ヲ挑 ム ナ リ.

即 チ 此場 合腎 臟 ノ存 在 其 ノモ ノガ肝 ニ對 シ テ不 利

ニ作 用 スル モ ノニ シテ,障 碍 セ ラ レ タル腎 ノ缺 如

ガ肝 ニ有利 ナル モ ノ ナ リ.而 シテ余 モ第3章,第1

項(4)ニ 於 テ障 碍 セ ラ レ タル 腎臟 ノ「エ キ ス」ガ肝

臟 ニ有 害 ニ作 用 シ ツ ツ アル ヲ證 明 シタ リ.

腎剔 出 後 ノ肝 機能 亢 進 モ 亦,多 少肝 臟 ノ黄 燐 ニ

對 スル抗 力 高 メル可 能 性 ア リ ト雖 モ,其 ノ程 度 ノ

小 ナ ル ハ第4表 ヨ リモ略 ボ想 像 シ得 ル モ ノナ リ.

徳 光 教授44)ノ 「ネ フ ロホ ル モ ン」ハ 此場 合 關 係 少

キモ ノ ト見 ラ レ,宮 川 教授 ノ「ア ウ トホ ル モ ン」ト

ノ關係 勿論 多 カル可 ケ レ ドモ何 ノ程 度迄 之 ニ歸 ス

可 キ ヤ,余 ノ速 斷 ヲ許 サザ ル 可 シ.

尚 ホ一 考 ス可 キハ 絶 食 家 兎 カ攝 食 家 兎 ニ比 シ テ

其 ノ肝 臟 ノ死 後 自家 融 解 ノ少 キ理 由 如何 ナ リ,之

ニ對 スル 説 明 ハ不 明 ニ シ テ,Haurowitz u. Non-

nenbruch1)ノ 云 フ如 ク 容 易 ニ 自家 融解 ヲ ナ シ得

ル 細胞 成 分 ガ絶 食 ニ依 リ分 解 シ去 リタル 後 ノ モ ノ

故,絶 食家 兎肝 臟 ガ死 後 融 解(短 時 間 ノ間 ノ ミ)少

シ ト見 ル可 キ カ.長 時 間死 後 自家 融 解 セ シ ム ル時

ハ兩 者 間 ニ差 ナキ ハ 此 半 面 ヲ物 語 ル モ ノナ ラ ン.

輸 尿 管 結 紮,燐 中 毒 家 兎 ニ於 テ脂 肪 ガ肝 細 胞 ニ沈
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着 シ難 キハ.急 激 ニ高度 ノ 自家 融 解 ヲ來 セル 爲脂

肪 攝 販 能 力 ヲ失 ヒ タ ルモ ノ ト解 ス可 シ.Harnach

ガ燐 中毒 時 ニ脂 肪 沈 着 セ ル ハ細 胞 ガ未 ダ脂肪 攝 取

能 力 ヲ失 ハ ザ ル 證 ナ ル ト言 ヘ ル 説 亦 一面 ノ理 ア

リ.

上 述 ノ如 ク燐 中毒 時 ニ1次 的 ニ障 碍 サ レシ腎 臟

ハ 肝 臟 ニ,肝 臟 ハ 腎臟 ニ,夫 々2次 的 障 碍 ヲ惹 起

ス.カ ク シ テ更 ニ,3次 的,4次 的 ニ互 ニ因 トナ

リ果 トナ リテ相傷 ケ,崩 壞 ノ一 路 ヲ辿 ル トモ考 ヘ

得.即 チ燐 中 毒ハ 決 シ テ單 一 ナル1次 的障 碍ニ 非

ズ トモ考 ヘ 得 ン カ.

第5章 結 論

1) 兩 側輸 尿 管 結 紮 家 兎,正 常 家 兎 及 ビ腎臟 剔

出家 兎 ニ大 量(4mg/kg),又 ハ 中等 量(2mg/kg)

ノ黄 燐 ヲ皮 下 注 射 スル 時,輸 尿 管 結 紮 家 兎 ノ中毒

症 状 ハ最 モ激 烈 ニ シ テ,早 期 ニ死 亡 スル者 モ ア リ.

次 デ正 常 家 兎,腎 臟 剔 出家 兎 ノ順 ニ中毒 症 状 ヲ示

ス.此 時 肝 臟 内 ニ生 ズル溶 血 物 質 ノ量 モ,結 紮 家

兎>正 常家兎>剔 腎家兎ノ順ナリ.又 此時見ラル

ス脂肪變性ノ程度ハ,正 常家兎 ト剔腎家兎 トノ燐

中毒 ノ間ニ差異ハ明カナラザレドモ,輸 尿管結紮

家兎燐中毒時ハ,微 細ナル脂肪顆粒ガ,而 モ少量

存在ス.

2) 正常家兎腎臟及ビ燐中毒家兎腎臟 ノ 「メチ

ルアルコホル」浸出液ヲ作ルニ,後 者ハ肝臟障得

性物質ヲ有シ,前 者ハ之 ヲ缺キ,却 ツテ肝臟保護

的ニ作用ス.

3) 正常家兎及ビ兩側腎剔出家兎ノ肝臟ノ死後

自家融解 ノ程度ニハ大差ナシ.

飢餓家兎肝臟ハ攝食家兎肝臟 ヨリ死後短時間後

ノ自家融解少キ傾向アリ.サ レド稍々長時間ニ亙

ル自家融解程度ハ,兩 者ニ於テ相等シ.

擱筆スルニ當 リ,終 始御懇篤ナル御指導 ヲ

辱セル,恩 師柿沼教授竝ニ御校閲ヲ賜 リシ恩

師北山教授ニ,衷 心ヨリ感謝 ス.
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Aus der med. Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama 

(Vorstand: Prof. Dr. K. Kitayama und Prof. Dr.K. Kakinuma). 

Beitrage zur experimentellen Untersuchung uber die Organkorreltion. 

(3. Mitteilung) 

Die Wechselwirkung zwischen Niere und anderen Organen (2. Teil). 

Von 

Dr. Sakae Katsuyama. 

Eingegangen am 27. September 1938.

Ich stellte die gleichen Untersuchungen an wie vorher und erlangte weiter folgende 

Ergebnisse: 

1. Wenn man normalen Kaninchen, ferner solchen, deren beiderseitige Nieren 

entfernt sind, und ausserdem solchen, deren beiderseitige Harnleiter unterbunden sind,

eine grosse Menge (4mg/kg) bzw. eine mittlere Menge (2mg/kg) Phosphor (in Olivenol-

losung) subkutan injiziert, sterben die letzteren in kurzester Zeit oder werden doch sehr

schwach. Bei der Untersuchung der hamolytischen Stoffe in der Leber ergibt sich, dass 

bei diesen die meisten vorhanden sind; in dieser Beziehung folgen ihnen die ersten und 

dann die zweiten. 

Was die fettige Degeneration der Leber betrifft, so ist die Verschiedenheit derselben 

zwischen den ersten und den zweiten unklar; jedenfalls findet sich bei den dritten nur 

eine ausserst geringe vor; auch sind die Fettkorner sehr klein, wahrend die bezuglichen 

Zellen im allgemeinen eine starke trube Schwellung zeigen.

113



1900

2. Der Methylalkocholextrakt der Niere eines mit Phosphor vergifteten Kaninchens 

verrat dessen Schadlichkeit fur die Leber; der beim normalen Kaninchen besitzt diese 

Eigenschaft nicht. 

3. Die postmortale Autolyse der Leber des nephrektomierten Kaninchens ist von 

der des normalen Kaninchens nicht sehr verschieden. Bei der Leber eines verhungerten 

Kaninchens ist die kurz dauernde, postmortale Autolyse geringer als beim normalen 

Kaninchen; aber in Bezug auf die lang dauernde postmortale Autolyse gibt es keinen 

besonderen Unterschied zwischen den beiden. 

Aus dem obigen ergibt sich, dass im normalen Zustande Leber und Niere einander 

helfen, dass jedoch bei der Phosphorvergiftung das Vorhandensein der Niere der Leber 

nachteilig ist und dass es zwischen der Menge der hamolytischen Stoffe und der des 

neutralen Fettes eine Parallele gibt, obwohl diese bisweilen nicht auftritt. 

(Autoreferat)
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